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「楽しさ」とは ～行事や授業から感じたこと～ 
 １か月前の話になりますが、運動会が終わってすぐに、２年生のある子どもが「校長先生、負けたけど

楽しかった！」と笑顔で言ってきました。白組が負けて悔しい気持ちもあるだろうにとも思いましたが、

その子は清々しい表情で、私自身が元気をもらいました。その後、職員室で高学年からも同様の声が多数

上がっていたことを知り、子どもなりに充実した時間を過ごしてくれたのだなとうれしく思いました。 

 どうして「負けても楽しかった」と思えたのか、そこには様々な理由があるように思います。「体をたく

さん動かして気持ちよかった」「友だちと全力で競い合えた」「自分の力を精一杯出し切れた」「友だちと協

力してやり遂げた」など様々でしょう。私は、そこに「仲間」「頑張り」といった共通のキーワードがある

ように思います。たぶん「仲間と共に頑張ることができて楽しかった」と思えたのではないでしょうか。 

日常の授業においても同様です。仲間と共に学んでいる子どもたちの表情は生き生きとしています。そ

のような学びの中で、「仲間と共に学ぶ楽しさ」とともに「考える楽しさ」も感じてほしいと願っていま

す。仲間と意見が対立してなかなか上手くいかなかったり、学習内容がなかなか理解できなかったりして

悩む時もあるかもしれません。しかし、そのような時でも諦めずにじっくりと考え続けたり、挑戦し続け

たりして、できるようになる気持ちよさを味わってほしい、そして、考えることを楽しんでほしいと思っ

ています。 

 

小中の滑らかな接続をめざして ～柳井中学校との合同研修会から～ 
 子どもたちの表現力を高めることを今年度の目標にしていることは、先月の

学校だよりでもお伝えしたところです。仲間とかかわり合う協働的な学びをと

おして主体性とともに表現力を高めていきたいと考えています。そこで、６月

１９日（水）に柳井中学校から５名の先生方、また、市教委や地域の方々のご

参加をいただき、中学校との合同研修会を開催しました。 

 ６年担任の新見教諭による社会科の公開授業をもとに、協議会では３つのグループに分かれ、今後のよ

りよい授業づくりに向けた活発な話し合いがなされました。「子どもたちは、自分の考えをしっかりもって

いる」「誰とでも仲よく学び合うことができている」「子どもたちでもっと意見

を交わし合うことができるようにするにはどうしたらよかったか」など、子ど

もたちのよさとともに、よりよい学びの姿を求める意見や問いも出されまし

た。協議のふり返りでは、中学校の先生から「中学校でも『協働的な学び合

い』や『主体性』を大切にしている」との言葉をいただき、小田小学校と方向

性が同じことも確認することができました。 

 小学校と中学校が方向性を同じにして教育にあたっていくことは、子どもたちがで

きるだけ抵抗なく中学校に進学していくために大切な視点のひとつです。今後もより

よい教育をめざして教職員一同研鑽を重ねてまいりますので、研修会のみならず、い

つでもご来校いただき、子どもたちや先生方の様子からご意見やご感想をいただける

と幸いです。学校はいつでもウェルカムです。 

 

互いの命を守る ～交通安全教室から～ 
 ６月２０日（木）の５校時に、３，４年生対象の自転車教室を実

施しました。自転車の乗り方を確認するだけでなく、ブレーキ等の

確認の仕方や自転車を乗る際に気を付けるべきことなどのご指導

も受けました。自転車と歩行者の事故も多いとのこと。互いの命を

守るためにも、ルールを守って安全に運転したいですね。 

 

 

 

スクールキャラクター 

「さざみん」 

令和６年７月１日 

柳井市立小田小学校

学校だより第６４０号

校 長 宮 川  修 

横断歩道を渡ろうとしている人はいないかな？ 



 

 

 

本校では以下の５団体の皆様に、学校応援団として登録し、活動していただ

いております。また、地域の「小田会」の方々には、登下校の見守りや学校周

辺の草刈りなどお世話になっています。更に、地域の方々からは「ふるさと学

習」「校区内探検」や各教科の学習などでご支援・ご協力をいただいています。地域の様々な

方々と関わることで、子どもたちの自己肯定感やふるさとを愛する気持ちが高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小田小学校しめ縄づくり奉仕団 
４名の方々が、しめ縄づく

りを教えてくださいます。本
校では、毎年、６年生がしめ
縄づくりに挑戦しています。
昨年度も一人ずつしめ縄を使
ったお飾りをつくり、新しい

年を迎えました。 

小田小学校スクールガード 
１２名の方々が、児童の

登下校を見守ってください
ます。オレンジ色のユニフ
ォームを着ておられます。
最後の一人が登校し終わる
まで、温かく見守ってくだ
さいます。 

さざなみ会 
１１名の方々が、児

童の登下校を見守って
くださいます。ユニフ
ォームの帽子や上着は
数種類あるそうです。

皆さんに見守られ、子どもたちは毎日安全に、元
気に登校しています。 

門松づくりの会 
９名の方々が、年末に小田小

学校玄関前に門松を制作してく
ださいます。昨年は、５年生
（現６年生）もいっしょに作り
ました。立派な門松を作り上げ
ることができ、達成感を感じて

いました。 

読み語りの会 
１３名の方々がコミュニティルームにて、各学年への読み語りを

してくださいます。今年度も４月より読み語りの活動が始まり、い
ろいろな本を読んでくださっています。今年度も２０回予定されて
います。 

             ７・８月の主な学校行事（変更になることもあります。）    

  7/ 1日（月）全校朝会               
2日（火）読み語り 1年 第 3回育友会理事会        

3日（水）イリノイ大学学生の体験活動～4日      

4日（木）短縮時程～5日              

5日（金）浄水場見学 4年 

     茶臼山古墳見学 6年 

9日（火）救急法講習会 

            

 

地域と共にある学校 

12日（金）クラブ活動 

15日（月）海の日 

16日（火）期末懇談会～17日 

17日（水）SC来校 

19日（金）1学期終業式（8/31まで夏季休業日） 

8/25日（日）登校日・育友会奉仕作業 ※午前 

第 2回学校運営協議会 ※午後 

柳井商工高等学校との連携 

           今年度も、５・６年生は 

柳井商工高等学校と連携し 

てものづくり体験をした 

り、プログラミングを学習 

したりする予定です。 

６月１０日（水）は、プロジェクトの一環とし

て、柳井市出身の養蜂家の方にご来校いただき、

巣箱（柳井商工さん作製）で取れた蜂蜜を採取さ

せていただきました。 

お世話になりました 

             ６月２５日（火）に
２年生が地域の町探検
に出かけました。それ
ぞれの見学場所（寄本
石材店、神出自動車、
小林食品）でお仕事の
様子を見学させていた 

だき、また、子どもたちからの質問にも丁寧にご 

回答いただきました。地域への理解を深める機会 

になりました。 


